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　　　　　　市　の　人　口

　　　　（昭和63年U月1日現在）

世帯数　56,816世帯（前月比78世帯増）

人　口　174,709人（前月比229人増）

　　男　86,492 人

　　女　88,217人
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宇
治
市
長
選
挙
は
、
十
一
月
二

十
七
日
告
示
、
十
二
月
四
日
が
投

票
日
で
す
。
選
挙
公
報
や
個
人
演

説
会
な
ど
で
、
候
補
者
の
政
見
や

人
柄
か
よ
く
見
て
、
あ
な
た
の
大

切
な
一
票
か
擾
じ
て
く
だ
さ
い
。

　
淫
蒔
間
は
、
午
前
七
時
か
ら

午
堡
〈
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、

第
十
七
毯
票
所
（
笠
取
小
学
校
）
と

第
十
八
鴛
雨
（
笠
取
第
二
小
学

校
）
は
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

投
票
で
き
る
人

　
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
五
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
昭
和
六
十

三
年
八
月
二
土
（
日
以
前
に
転
入

の
届
け
出
を
し
、
引
き
誓
屋
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
選
芋
八

名
簿
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

　
な
お
、
十
一
月
恚
日
以
後
に

熟
練
技
の
８
人
を
表
彰

1
1
月
2
3
日
　
産
業
会
館
で

　
十
一
月
二
十
三
日
は
勤
労
感
謝
の
日
。
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
一
つ
の

仕
事
に
取
り
組
み
、
卓
越
し
た
技
能
で
他
の
模
範
と
な
る
八
人
の
皆
さ
ん
を
、

第
十
七
回
宇
治
市
技
能
功
労
者
に
決
定
。
二
十
三
日
に
は
市
産
業
会
館
で
、
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
内
で
転
居
の
届
け
出
を
し
た
人

は
、
転
居
前
の
住
所
地
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
目
の
不
自
由
な
人
は
点
字
投
票

が
で
量
子
。
読
み
書
き
の
不
自

由
な
人
は
代
理
堤
ぶ
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
堤
研
の
係
員
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

　
投
票
日
に
、
堤
研
で
投
票
す

る
の
が
原
則
で
す
が
、
出
張
や
入

院
な
べ
ど
フ
し
て
も
投
票
所
へ

行
け
な
い
場
合
に
は
、
不
在
者
投

″
励
で
孝
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
の
は
、

皆
ボ
の
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま

▲｢喜んで食べていただけるお菓子を｣と、茶だんご

　などの和菓子づくりに励む須知さん

ｊ
Ｃ
す
。
時
間
は
、
土
曜
日
・
日

曜
日
に
関
係
な
く
午
前
八
時
半
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
印
鑑
を

持
参
の
上
、
市
役
所
南
側
ヲ
レ
ハ

ブ
庁
舎
一
階
ま
で
お
越
し
ぐ
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
指
定
さ
れ
た
施
設
に
居
る
人
は
、

そ
の
施
設
の
管
理
者
や
職
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

身
一
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
詞
者
手

帳
の
交
付
タ
受
け
て
い
る
人
で
。

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
（
視

力
障
害
者
は
除
く
）
は
、
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
示
ｙ
。

こ
れ
に
は
選
挙
管
理
委
員
会
発
行

　
宇
治
市
技
能
功
労
者
の
表
彰
は
、

長
缶
二
つ
の
仕
事
に
就
き
、
優
れ

た
技
術
か
肴
す
る
人
の
功
労
を
た

た
え
る
と
共
に
、
社
会
的
・
経
済

的
地
位
や
技
術
水
準
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
未
了
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
▽
市
内
に

引
き
続
き
五
年
以
上
在
住
▽
市
内

の
事
業
所
に
引
き
続
き
五
年
以
上

従
事
▽
経
験
年
数
三
十
年
以
上
▽

満
六
十
歳
以
上
な
ど
の
条
件
を
満

た
す
人
。
市
内
の
商
工
業
者
の
団

体
な
芦
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者

の
中
か
ら
、
選
考
委
員
会
で
決
定

の
郵
便
投
票
証
明
書
が
必
要
で
す
。

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
発
行
済
の
郵
便
謡
証

明
書
か
痔
っ
て
い
る
人
は
、
有
効

期
限
か
僅
か
め
て
く
だ
さ
い
。
郵

便
に
よ
る
不
在
者
思
男
促
爾

紙
の
請
求
は
、
選
挙
期
日
前
四
日

（
十
一
月
三
十
日
）
ま
で
で
す
。

投
票
所
の

変
更

　
今
回
の
選
挙
か
ら
、
第
十
二
投

票
所
は
中
央
公
民
館
旧
広
野
分
館

か
ら
「
広
野
公
民
館
」
へ
、
第
二

十
四
投
票
所
は
小
倉
幼
稚
園
か

ら
「
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
セ
ン

タ
Ｊ
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
第
三
局
研
の
菟
道
幼
稚

園
は
『
菟
遜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
』

に
、
第
二
十
二
雲
研
の
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
は
「
宇
治
公
民

館
」
に
建
物
の
名
称
が
変
わ
り
ま

し
た
。
な
お
、
広
野
町
桐
生
谷
の

一
部
、
広
野
町
西
裏
の
一
部
、
広

野
町
寺
山
の
一
部
、
大
久
保
町
大

竹
の
一
部
に
お
住
ま
い
の
人
は
、

今
回
か
ら
投
票
区
が
変
わ
り
ま
し

た
。
お
間
違
い
の
な
い
ぷ
つ
ご
注

さ
れ
ま
す
。

　
今
回
表
彰
さ
れ
る
の
は
、
女
性

二
人
を
含
息
ハ
職
種
八
人
。
経
験

年
数
は
平
均
四
十
年
余
り
で
、
い

ず
れ
も
地
道
な
努
力
と
探
求
心
で

技
能
を
磨
い
て
こ
ら
れ
た
人
ば
か

り
。
今
も
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る

と
共
に
、
後
継
者
の
指
導
に
当
た

っ
て
お
穴
ま
す
。

　
表
彰
式
は
、
勤
労
感
謝
の
日
の

今
月
二
十
三
日
、
午
前
十
時
か
ら
、

市
産
業
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
会
場
で
は
、
四
十
五
年
間
菓

子
製
造
の
道
一
筋
に
歩
ん
で
こ
ら

れ
た
須
知
満
さ
ん
に
、
和
菓
子
づ

く
り
の
技
能
舎
披
露
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
未
了
。

　
宇
治
市
技
能
功
労
者
の
制
度
は

昭
和
四
十
七
年
に
始
ま
り
、
今
年

が
十
七
回
目
。
こ
れ
ま
で
の
受
賞

意
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
は
左
表
の
と
お
り
で
す

選
挙
広
報

者
は
、
今
年
を
含
め
三
百
八
十
三

人
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
手
仕
事
に
も
機
械
化

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
若
い
時
の

修
業
や
長
年
の
経
験
で
積
み
上
げ

ら
れ
た
技
能
が
、
優
れ
た
作
品
や

仕
事
を
作
び
上
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
ぶ
ワ
な
手
仕
事
が
、
私
た
ち
の

薯
ら
し
に
潤
い
や
安
島
岳
与
え

て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
’
系
。

受
賞
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
（
菓
子
製
造
職
）

須
知
満
（
六
三
万
宇
治
東
内
、
経

験
年
数
四
十
五
年

　
今
回
腕
前
か
扱
露
し
て
い
た
だ

く
須
知
さ
ん
は
、
菓
子
製
造
業
「
大

茶
万
本
店
」
店
主
。
十
八
歳
の
時

か
ら
こ
の
道
一
筋
に
歩
ん
で
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　
せ
っ
か
く
出
来
上
が
っ
た
お
菓

子
で
も
、
「
自
分
が
食
べ
て
気
に
入

ら
な
い
も
の
は
お
客
さ
ん
に
は
出

せ
な
い
」
と
捨
て
て
し
ま
う
職
人

気
質
。

　
　
「
観
光
宇
治
の
た
め
に
も
、
お

客
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
も
の
を
つ
く

り
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す

　
（
和
裁
職
）

金
井
幸
枝
（
六
五
て
木
幡
御
蔵
山
、

経
験
年
数
五
十
年

　
（
製
茶
職
）

辻
本
喜
義
（
六
二
て
白
川
川
上
り

谷
、
経
験
年
数
四
十
八
年

　
　
選
挙
公
報
は
、
十
二
月
一
日
内

　
　
　
　
、
京
都
、
産
経
、
日
本
経

一

Ｅ

Ｊ

四

日
｀
読
売
の
各
新
聞
の
朝

　
刊
に
折
り
込
ん
で
お
届
け
し
ま
す
。

（
製
茶
職
》

小
島
喜
三
（
六
二
Ｔ
白
川
川
上
り

谷
、
経
験
年
数
四
十
七
年

　
（
製
茶
彙
）

佐
原
伊
三
郎
（
六
二
～
小
倉
町
寺

内
、
経
験
年
数
三
十
三
年

ま
た
、
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い

世
帯
で
申
し
出
の
あ
る
世
帯
に
は
、

直
接
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
選
挙
公
報
が
届
か
な
か
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町

中
島
１

つ
た
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
次
の
場

所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
自

て
選
挙
公
報
ｓ
あ
’
。
場
所
）

よ
六
地
蔵
・
木
幡
〕
六
地
蔵
公

言
堂
、
木
幡
河
原
隣
保
館
、
御
蔵

毎
壽
所
、
手
芸
と
カ
メ
ラ
の

　
　
　
店
マ
ツ
モ
ト
（
御
園
2
0
）
。
木
幡

　
　
　
公
民
館
、
木
幡
保
育
所
、
南
山

　
　
　
集
会
所
、
南
木
幡
集
会
所

　
　
　
　
〔
五
ヶ
庄
〕
黄
昆
楽
局
（
芝
ノ

　
　
　
束
3
9
）
、
大
和
田
公
会
堂
、
西
岡

屋
会
館
、
黄
奘
体
育
館
、
山
崎

ス
ミ
子
さ
ん
宅
（
福
角
2
6
）

　
蜜
道
・
明
星
町
ご
貨
煩
会

所
、
明
星
集
会
所
、
三
室
戸
薬
局

（
丸
山
3
7
）

　
（
美
容
職
》

中
尾
ツ
ル
エ
（
六
一
丁
木
幡
御
園

経
験
年
数
四
十
一
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（
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気
工
事
職
）

楠
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志
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〇
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木
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熊
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数
三
十
八
年

（
く
み
ひ
も
職
》

梶
昇
（
六
〇
丁
宇
治
妙
楽
、
経
験

年
数
四
十
年

由
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
選
挙
行
理
委
員
会
）

〔
神
明
〕
城
南
荘
集
会
所
、
老

人
憩
い
の
家

　
〔
横
島
町
〕
中
央
公
民
館
横
島
｛

分
館
、
中
央
公
民
館
東
目
川
分
一

館
、
西
目
川
集
会
所
、
中
央
烈

民
館
紫
ヶ
丘
分
館
、

館
三
軒
家
分
館

中
央
公
民

１
　
　
　

　
〔
小
倉
町
〕
小
倉
公
民
館
、
う

さ
ぎ
堂
（
西
浦
8
8
）
、
西
山
集
会

所
、
蓮
池
中
集
会
所
、
西
小
倉
災

会
所

　
〔
伊
勢
田
町
〕
西
小
倉
保
育
所
、
一

砂
田
集
会
所
、
中
央
公
民
館
伊
一

勢
田
分
館
、
伊
勢
田
消
防
分
署
、
一

名
木
集
会
所
　
　
　
　
　
　
一

〔
志
津
川
・
笠
取
〕
喜
撰
会
館
、
〔
開
町
・
南
陵
町
〕
中
央
公
民

宇
飽
立
取
簡
易
郵
便
局

　
〔
宇
治
〕
川
東
集
会
所
、
市
民

会
館
、
観
光
案
内
所
、
善
法
隣
保

館
、
山
城
学
校
建
設
公
社
、
若
宮

集
会
所
、
市
役
所
玄
関
案
内
、

一
新
半
日
集
会
所

．
〔
白
川
〕
白
川
集
会
所

館
開
分
館
、
南
陵
集
会
所
　
　

　
　
１

〔
広
琴
〕
広
野
公
民
館
、
巴

野
隻
屏
、
緑
ヶ
原
災
会
所
一

〔
大
’
八
保
町
〕
西
大
久
保
集
烈

所
、
大
久
保
幼
稚
園
、

育
園

回
堡
　
　
一

925

第17回宇治市

技能功労者決ま

る

1
2
月
4
日
が
投
票
日
　
も
れ
な
く
投
票
を

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

点
字
投

票
　
代

理
投
票

宇
治
市
長
選
挙
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秋
の
火
災
予
防
運
動
が
十
一
月

二
土
八
日
（
占
か
ら
十
二
月
二
日

（
金
）
ま
で
繰
り
広
げ
ひ
れ
季
子
。

　
今
年
の
全
国
統
一
標
語
は
「
そ

の
火
そ
の
時
す
ぐ
始
末
／
」
。

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
こ
の
時

期
、
一
人
ひ
と
り
が
不
断
の
防
火

意
識
を
持
っ
て
、
火
魔
か
ら
夭
切

な
生
命
・
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
消
防
本
部
で
は
、
運
動
期
間
中
、

次
の
項
目
を
重
点
目
標
に
し
て
、

防
火
活
動
夕
行
い
ま
す
。

①
高
齢
者
等
を
中
心
と
し
た
死
傷

　
防
止
対
策
の
推
進

②
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
防
火

　
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火

　
安
全
の
確
保

④
防
災
機
器
等
の
普
及
の
推
進

⑤
危
険
物
、
高
圧
ガ
ス
等
に
係
る

　
災
害
防
止
対
策
の
推
進

　
ま
た
、
一
般
家
庭
や
地
域
な
ど

を
訪
問
し
、
防
火
対
策
を
推
進
。

事
業
所
で
は
、
避
難
訓
練
の
実
施

や
従
業
員
へ
の
防
火
教
育
の
徹
底
、

消
防
用
設
備
な
ど
の
点
検
・
報
告

と
消
防
計
画
の
見
直
し
な
ど
、
防

火
管
理
の
強
化
を
指
導
し
毒
す
。

　
火
の
用
心

　
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
運
動
期
間
中
、
家
庭
で
の
防
火

対
策
と
し
て
、
次
の
「
火
の
用
心

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
掲
げ
、
火

災
予
防
に
協
力
夕
ほ
外
掛
け
未
了
。

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

　
て
を
し
な
い

②
子
供
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

　
遊
ば
せ
な
い

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

　
し
な
い

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

　
の
場
を
離
れ
な
い

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

　
の
を
置
か
な
い

⑥
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

　
も
の
を
近
づ
け
な
い

　
火
災
予
防
に
関
す
る
こ
と
や
消

防
へ
の
相
談
は
、
最
寄
り
の
消
防

（
分
）
署
へ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

　
テ
レ
ビ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
「
始
ま
り
米
沢
秋
の
火
災
予
防

早
ね
早
お
き
い
き
き
健
康

　小中

学生の

部第828号

ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
「
健
康
標
語
」
入
賞
作
品
決
定

　
十
月
に
募
集
し
ま
し
た
ヘ
ル
ヌ

パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
「
健
康
標
語
」

に
は
、
二
百
八
十
一
通
の
応
募
が

あ
り
、
選
考
の
結
果
、
次
の
と
お

り
入
賞
作
品
か
疾
定
し
ま
し
た
。

○
小
・
中
学
生
の
部

　
一
等
・
：
「
早
ね
早
お
き
い
き
い

き
健
康
」
西
生
靖
史
さ
ん
（
菟
道
第

二
小
学
校
六
年
）
▽
二
等
・
・
・
「
健
康

は
親
の
苦
労
に
自
分
の
努
力
」
有

清
千
紗
‘
｛
ん
（
宇
治
小
学
校
六
年
）

▽
三
等
・
：
「
ス
ポ
ー
ツ
で
几
気
い

っ
ぱ
い
明
る
い
子
」
伊
藤
修
さ
ん

（
宇
治
小
学
校
六
年
）

I顎
一歩ずつ　確かな健康

　　　　　　築きましょう　　

老人の部　一等作品

○
一
般
の
部

　
一
等
…
「
便
利
さ
に
漬
か
れ
ば

招
く
成
人
病
」
山
本
輛
子
さ
ん
（
広

丿
忿
）
▽
二
？
「
歩
こ
う

よ
身
体
忿
動
か
す
第
一
旅
長
谷

川
の
ぷ
子
さ
ん
（
神
明
宮
北
）
▽

三
等
…
「
健
康
は
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
か
ら
」
内
藤
久
美
子
さ

ん
（
開
町
）

○
老
人
の
部

　
一
等
・
・
・
「
一
歩
ず
つ
確
か
な
健

康
築
き
ま
し
ょ
う
」
泉
久
治
さ
ん

（
広
野
町
東
裏
）
▽
二
等
・
：
「
宇
治

史
跡
ぐ
る
り
廻
っ
て
老
い
ぬ
足
」

山
田
米
三
さ
ん
（
広
野
町
小
根
尾
）

▽
三
等
・
：
「
健
康
は
無
限
の
財
産

な
り
」
樋
本
す
か
代
さ
ん
（
神
明

石
塚
）

　
入
賞
作
品
は
、
市
政
だ
よ
り
や

市
の
公
用
封
筒
へ
の
印
刷
、
看
板

運
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
テ
レ
ビ
防
災

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
放
送
洽
れ
ま
ず
。

　
Ｏ
放
送
：
官
月
2
4
日
内
午
前

‥
１
１
時
2
5
分
～
3
0
分
、
読
売
テ
レ
ビ
。

お
知
ら
せ

　
第
９
回

　
　
　
　
歴
史
サ
ロ
ン

　
今
回
の
歴
史
サ
ロ
ン
は
、
王
朝

貴
族
の
生
望
蚕
元
方
に
触
れ
な

が
ら
、
平
等
院
を
軸
に
平
安
時
代

の
歴
史
夕
分
か
り
や
す
く
お
話
し

し
毒
１
　
。
入
場
は
無
料
、
お
気
軽

に
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
８
日
困
、
午
後

２
時
～
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民
館

▼
テ
ー
了
・
１
原
氏
と
平
等
Ｆ

な
と
混
用
し
、
皆
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て

い
ホ
チ
。
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
国
保
半
日
人
間
ド
ッ
ク

　
　
　
　
受
検
者
追
加
募
集

　
宇
治
市
国
民
健
康
保
険
で
行
っ

て
い
る
「
半
日
人
間
ド
″
ク
」
の

定
員
に
ま
だ
余
裕
が
あ
り
求
心

で
、
汰
の
要
領
で
募
集
し
康
ｙ
。

▽
対
乖
・
・
受
検
時
に
次
の
条
件
を

　
す
べ
て
満
た
す
人
。

　
①
市
国
保
に
継
続
し
て
１
年
以

　
　
上
加
入

　
②
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満

　
③
妊
娠
や
入
院
を
し
て
い
な
い

　
④
6
2
年
９
月
～
6
3
年
３
月
に
こ

　
　
の
制
度
か
莉
用
し
て
い
な
い

　
▽
受
検
日
…
９
２
月
１
日
Ａ

　
月
3
1
日
ま
で
の
希
望
日
（
日
祝

　
日
は
除
く
。
調
整
す
る
こ
と
が

　
あ
り
未
了
）
。

　
▽
自
己
負
担
額
・
・
・
男
性
上
万
一

　
　
千
四
百
円
、
女
性
上
万
二
千

　
　
三
百
円
。

　
▽
受
検
場
所
・
・
・
京
都
第
一
赤
十
字

▼
講
師
・
・
・
歴
史
資
料
館
員
▼
問
い

合
わ
せ
・
・
・
歴
史
資
料
館
（
ａ
⑩
1

3
1
1
）
へ
。
　
（
歴
史
資
料
館
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
2
2
日
㈹
、
午
後

３
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

図
書
館
集
必
一
室
▼
内
容
・
：
お
は
な

し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対

象
・
・
・
幼
児
と
小
学
校
低
学
年
（
入

場
は
子
供
だ
け
）
▼
参
加
料
・
・
・
無

料
▼
申
し
込
み
・
・
・
当
日
直
接
会
場

へ
▼
問
い
合
わ
苓
・
・
中
央
図
書
館

（
豊
⑩
1
5
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
保
育
所
臨
時
職
員

　
　
登
録
希
望
者
を
募
集

　
市
立
保
育
所
臨
時
職
員
の
登
録

希
望
者
雲
量
Ｕ
乖
ｙ
。
職
種
は

保
母
（
有
資
格
者
か
意
欲
の
あ
る

　
病
院
。

▽
募
集
期
間
・
・
・
Ｈ
月
3
0
日
團
ま
で

　
た
だ
し
、
追
加
募
集
人
数
に
達

　
し
次
第
締
め
切
り
未
了
。

▽
申
し
込
み
・
・
・
保
険
証
・
印
鑑
を

　
持
っ
て
、
保
険
年
金
課
窓
口
へ

　
ご
来
庁
ぐ
だ
さ
い
。
電
話
で
の

　
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

人
）
、
用
務
、
調
理
の
い
ず
れ
か
。

　
申
し
込
み
は
、
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
（
保
ａ
資
格
の
あ
る

人
は
必
ず
そ
の
旨
も
）
を
記
入
し
、

最
近
一
八
ヵ
月
以
内
に
撮
影
の
写
真

夕
ほ
っ
て
保
育
課
（
豊
⑩
3
1
4

1
）
へ
。
　
　
　
　
（
保
育
課
）

　
ア
ル
バ
イ
ト

　
　
登
録
希
望
者
を
募
集

　
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
給
食

調
理
員
（
女
性
）
の
ア
ル
バ
イ
ト

登
録
者
夕
募
集
し
て
い
未
了
。

①
調
理
師
免
許
の
有
無
は
問
い
ま

　
せ
ん
。

②
正
職
員
が
長
期
休
務
し
た
時
の

　
代
替
要
員
で
す
。

　
応
募
は
、
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
ほ
っ

て
、
十
二
月
十
日
ま
で
に
教
育
委

員
会
総
務
課
（
き
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
予
防
接
種

　
十
一
月
二
十
四
日
（
木
）
か
ら
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
始

・
ま
り
季
ｙ
。
日
程
欠
蕩
な
片
諒

し
ぐ
は
、
六
十
三
年
度
版
『
市
民

カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
引
き
』
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
（
希
四
ず
る
人
）
・
入
。
猷

育
所
・
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
３

歳
以
上
の
幼
児
Ｏ
小
・
中
学
校
で

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
児
童
・
牛
徒

▼
持
菅
Ｔ
印
鑑
。

　
当
日
は
必
ず
体
温
侃
ぢ
、
保

護
者
同
伴
で
お
越
Ｌ
ｙ
、
だ
さ
い
。

各
会
場
と
も
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
を
。
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
　
住
宅
需
要
実
態
調
査

　
建
設
省
で
は
十
二
月
一
日
に
、

全
国
で
「
住
宅
需
要
実
態
調
査
」

夕
行
い
ま
ず
。
こ
の
調
査
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
の
住
宅
施
策
を

進
め
る
う
ぇ
で
重
要
な
資
料
と
な

る
も
の
で
す
。
十
一
月
二
十
四
日

か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
乖
ゐ
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
康
ｙ
。
調
査

内
容
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は

使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
　
（
住
宅
課
）

　
茶
の
作
法
教
室

　
▼
と
き
＝
・
‥
Ｈ
月
2
8
日
側
、
1
2
月

５
日
側
、
1
2
月
1
5
日
㈹
。
い
ず
れ
も

午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
城

南
勤
労
者
福
祉
為
一
館
と
市
営
茶
室

「
対
鳳
庵
」
（
ｐ
一
月
1
5
日
だ
け
）
▼
定

員
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
講
師
・
・
・
伊

蕎
ｔ
隻
兄
▼
受
講
料
・
・
・
千
五
百

円
▼
持
参
品
・
・
・
懐
紙
・
扇
子
な
ど

▼
申
し
込
み
・
：
受
講
料
舎
昏
汽
て

Ｕ
外
日
ま
で
に
同
会
館
（
公
＠

0
7
8
0
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

　
正
月
用
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
１
９
一
月
３
日
出
か
1
2
月

　
京
都
国
体
開
催
を
契
機
に
、

美
し
ぐ
ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た

社
角
つ
く
り
を
目
指
し
て
、
全

市
的
な
市
民
運
動
を
積
極
的
・

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
昭

和
六
十
一
年
五
月
、
「
新
し
い
歴

史
に
向
か
っ
て
走
う
７
宇
治
市

市
民
運
動
推
進
協
議
齢
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
豊
か
な
心
を
育
て
、

た
ぐ
ま
し
い
体
を
つ
く
り
、
明

る
く
住
み
よ
い
明
日
の
宇
治
市

を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

三
つ
の
基
本
目
標
、
七
つ
の
運

動
項
目
、
そ
れ
に
萬
つ
く
実
践

項
目
を
設
定
。
更
に
各
団
体
に

推
進
員
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
市
民
運
動
を

４
日
面
の
多
尽
か
、
時
間
は
午

後
Ｌ
時
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
城
南

勤
労
者
福
祉
会
館
▼
定
員
・
・
・
2
4
人

　
（
先
着
順
）
▼
講
師
・
：
料
理
研
究

家
・
星
野
美
智
子
さ
ん
▼
材
料
費

・
：
千
五
百
円
▼
持
言
Ｅ
・
・
・
エ
プ
ロ

ン
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り
容
器

▼
申
し
込
み
・
・
・
材
料
費
夕
添
え
て
、

お買物の

めやす消

費者物価

20（1

1月分）

　この公表価格は、u月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　名 規　　　恪 芸
m格状況 鸚 訟封前月比 対前年比

灯　　油
18f店頭

　　円673 　　％▲3.6 　　％▲】7.3　　円750 600円

18J配達 712 ▲3.4▲13.1 770 650

ガソリン
レギュラー1 f現金
売り 117 ０ A 4.1 120 103

ティッシュ

　ペー/4－ 40)tit人l桁(ｸﾘﾈｯｸｽ･ｽｺ■/ﾃｲ) lM ０▲1.3 168 110

台所用
　　ラップ

サランラップ
3OciiiX2Oni 210 0.5 7.1 252 168

アルミ
　　ホイル 25(･ｍｘ８ｍ 153 1.3▲3.8 178 98

シャンプー 液体ボリ容器22恥c
花土エッセンシャル 230 ０ ０ 230 230

Stii用
　扮石けん 2.4ki; 831 2.0▲8.2 950 610

牛　　肉
すきやき用
中程度100B Mi 0.9▲13.6 420 260

塩きけ 切身1001! 341 8.6 16.4453 230

バレイショ 男爵iook 25 轟3.8 ０ 43 16

キrベツ中土約1Ig． 27S 3.0 22.2395 143

鶏　　卵
Ｍサイズバック入
10個 163 ▲1.8 9.4 188 105

食用油 日浦サラダ油ポリ容器l,OOOK 453 A3.2▲6.2 584 278

しよう油キッコーマン鳩口ポリ容器入1ぐ 248▲3.9▲4.2 285 198

砂　　糖上aUs 246 1.7 0.4 258 218

小麦粉 日清小麦粉フラワー1kg（薄力粉） 197▲1.5▲3.4 228 158
インスタント
　コ―ヒー

ネ又カフェェクセラ
瓶入150k 849 0.1▲8.6 860 790

み　　そタヶヤミソlkg357 2.6 3.2 398 320

食'-■ン 普通品１斤
(スライスしたもの) 155 2.0▲0.6 170 130

洗濯代 ワイシャツ自の挾そで 149 ０,７ 5.7 190 120
▲は減

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
ま
で
は
、
京
都
国
体
の

成
功
に
向
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
は
に
あ
、
円
滑
な
大
会

素晴らしい成果を

　将来に役立てよう

運
営
へ
の
協
力
や
全
国
か
ら
の

人
々
を
温
か
く
迎
汲
る
こ
と
、

本
市
の
文
化
・
産
業
の
紹
介
な

芦
を
中
心
と
し
て
推
進
し
て
き

い
１
１
一
月
3
0
日
ま
で
に
同
会
館
（
ａ
⑩

0
7
8
0
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

　
正
月
用
着
付
教
室

　
▼
と
き
…
1
2
月
1
0
日
出
か
1
2
月

Ｈ
日
面
の
多
尽
か
、
時
間
は
午

後
１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
城
南

勤
労
者
福
祉
会
館
▼
定
員
・
：
各
3
0

人
▼
講
師
・
・
白
本
和
装
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
宇
治
学
院
長
・
斉
藤

喜
美
枝
さ
ん
▼
受
講
料
…
無
料
▼

持
§
ｆ
：
着
物
、
帯
、
小
物
一
式

▼
申
し
込
み
…
1
2
月
５
日
ま
で
に
、

電
話
で
同
会
館
（
き
⑩
0
7
8
0
）

へ
。
　
　
　
　
（
交
通
御
政
課
）

　
心
配
ご
と
相
談
所

　
　
　
　
　
　
開
設

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
木
幡
・

小
倉
の
両
公
民
館
で
「
心
配
ご
と

出
張
相
談
所
」
を
開
設
し
示
ｙ
。

こ
の
相
談
所
に
は
悩
み
ご
と
・
困

り
ご
と
忿
持
つ
市
民
な
ら
誰
で
も
、

ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に
相
談
で

き
、
来
談
者
の
人
権
舎
専
重
し
な

ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
夏
季
・

秋
季
大
会
共
に
素
晴
ら
し
い
成

果
を
挙
げ
、
宇
治
市
の
名
声
を
‘

一
層
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
積
極

的
に
市
民
運
動
を
展
開
し
て
い

た
だ
い
た
た
ま
も
の
で
す
。

　
市
民
運
動
の
推
進
は
、
国
体

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
契
機
と

し
て
各
種
実
践
事
項
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
定
着
さ
せ
、

恒
久
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
良
い
郷
土
。
つ
く
り
夕
遥
め

る
の
が
本
来
の
目
的
で
す
。

　
「
国
体
だ
か
ら
で
き
た
」
と
い

う
の
で
は
な
く
、
国
体
を
通
じ

て
得
た
「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い

う
自
信
と
結
集
力
、
素
晴
ら
し

い
実
績
を
将
来
に
役
立
て
、
名

実
共
に
「
緑
豊
か
な
、
住
み
た
い

住
ん
で
よ
か
っ
た
宇
治
市
」
が

実
現
で
き
る
ぷ
つ
、
ふ
戻
一
層

の
ご
協
力
と
ご
活
躍
を
お
願
い

し
禾
す
。

　
以
上
で
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を

終
わ
り
毒
了
。

が
ら
、
問
題
の
解
決
に
側
面
か
ら

援
助
・
助
言
し
未
了
。
相
談
に
は

経
験
豊
か
な
相
談
員
が
５
じ
ホ
Ｋ

秘
密
は
厳
守
、
相
談
料
は
無
料
。

お
気
軽
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
：
1
2
月
７
日
困
、
1
2
月

2
1
日
困
、
6
4
年
１
月
1
8
日
出
、
２

月
１
日
出
、
２
月
1
5
日
出
、
３
月

１
日
出
、
３
月
1
5
日
出
▼
時
間
・
：

い
ず
れ
も
午
後
Ｌ
時
Ａ
時
。

　
な
お
、
総
合
福
祉
会
館
で
も
毎

月
第
一
士

時
か
ら
三
時
ま
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
神
経
難
病

　
　
　
講
演
と
交
流
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
７
日
團
、
午
後

Ｌ
時
１
３
時
半
▼
と
こ
ろ
…
宇
治

保
健
所
▼
対
象
・
：
神
経
難
病
患
者

と
そ
の
疑
い
の
あ
る
人
、
そ
の
家

族
▼
内
容
・
：
専
門
医
師
に
よ
る
講

演
と
交
流
会
▼
申
１
　
込
み
…
電
話

で
、
宇
治
保
健
所
（
豊
⑩
2
1
9

1
）
へ
。
　
　
（
宇
治
保
健
所
）

926

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
展
開

も
う
加
入
さ
れ
ま
し
た
か

交
通
災
害
共
済
・
火
災
共
済

　
・
問
い
合
わ
せ
は
交
通
労
政
課
(
電
話
2
2
3
1
4
1
）
へ

みんなの市

民運動

そ
の
火
そ
の
時
す
ぐ
始
末

小
中
学
生
の

一
等
作
品
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